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〔
占
ハ
〕

①
「
巻
三
に
、

の
下
に
と
っ
豆
、
き

た
る
歌
な
し
、
巻

二、一

O
五
蕃
に
、

『
天
雲
五
百
重
之

下
爾
』
と
あ
り
、

こ
の
歌
を
い
ふ

か
。
さ
ら
ば
、
上

の
『
巻
ノ
ゴ
ア
』
は
、

『
巻
ノ
二
』
の
誤
り

な
る
べ
し
、
」

ウ

五
二

も
て
、

る
な
る
べ
し
、
さ
る
い
や
し
き
女
ど
も
ま
で
も
、
吾
に
心
を
よ
せ
来
し
と
い
ふ
意
な
り
、

妻
問
迩
、

そ
の
轡

す
る
を
、

ツ
マ
ド
ウ

い
に
し
へ
ハ
妻
問
と
い
へ
り
、

り

は
夫
な
り
、

ザ

レ

ユ

ゾ

ヨ

γ

我
丹
所
来
潟
、

マ

ヨ

4
h
'
P
A

ハ
訓
の
矯
に

こ
L
に
一
・
段
を
終

て
心
得
べ
し
、

浮
方
之
、

-
部
式
に
、
浮
'
物
と
、
二
・

ヲ
チ

カ

タ

ウ

キ

カ

タ

ム

7
本
彼
方
に
震
る
ハ
、
浮
方
の
誤
な
る
べ
き
よ
し
師
云
へ
り
、

色
の
綾
と
、

ウ
キ
ガ
タ

浮
方
ハ
、

浮
'
文

彼
・
是
を
並
べ

今
こ
の
説
に
よ
る
、

ウ
キ
ガ
タ

浮
形
に
て
、

た
る
ハ
、

あ
ら
ん
に
や
と
い
へ
り
、

の
綾
を
い
ふ
也
、

ヲ
タ
?
ヤ

さ
て
こ
・
綾
と
つ

ど
き
た
る
ハ
、

ア

ヤ

プ

タ

7
ヤ
シ
タ
グ
ツ

ふ
た
文
に
織
た
る
綾
な
る
べ
し
、
・
二
綾
沓
、

ウ
キ
モ
シ

浮
文
と
、

ヂ

モ

シ

地
文
と
、

シ
タ
グ
ツ

裏
沓
ハ

、
横
也
、

こ
L

の

巻
三
に
、
天

と
あ
る
は
、

ν
タ

の
下
に
①
、

を

に
と
い
ふ
言
也
、

ウ
キ
カ
タ
ヲ
タ
ア
ヤ

シ
タ
ウ
ザ

こ
の
浮
形
二
綾
の
、
機
を

マ
ク
ラ
コ
ト
パ

あ
わ
つ
げ
き
と
い
ふ
意
に
か
L
る

護

語

し
た
と
よ
む
ハ
、

賎

女

ハ
、
下
の
意
、

ハ
、
し
た
と
よ
む
べ

き
を
知
る
べ
し
、

る
ハ
、

彼
是
を
通
し
て
、

に
あ
ら
ず
、

ト
プ
ト
リ
ノ

飛
鳥
、

の
よ
し
ハ
、

巻
三
の
前
記

う
ま
人
の
女
を
い
へ
る
也
、

に
委
し
く
せ
り
、

飛
壮
蚊
、

ハ
、
氏
に
て
、

是
ハ
む
か
し
飛
a

-
里
に
、
沓
よ
く
作
り
し
人
の
あ
り
し
に
や
、
ま
た
飛

さ
る
手
B

人
の
、

並ュ空手
烏 祭主

色
，~ði:..ヌ

駕ハ属5
黒Z
沓5

と
見
え
た
り
、

名
高
き
が
有
り
し
に
や
と
、

師
い
へ
り
、

革
沓
ハ
、
日
・
能
と
き
ぬ
る
が
、
黒
き

色
の
よ
き
に
や
あ
ら
ん
、

皮
底
、
履
車
皮
底
、
云
云
、

烏;和
沓ッ名

抄

しそ
着2
な
り

諸
罵
履
、

唐
令
云
、

サ
シ
ハ
キ
テ

刺
偏
而
、

ユ
内
ユ
タ
チ

庭
立
、

ユ
キ
モ
ト
ホ
レ
バ

往
退
、

師
は
、
庭
に
立
ゆ
け
ば
、
と
よ
ま
れ
た
れ
ど
、
退

機
の
上
に
、

パ

ツ

を
婆
に
首
る
も
よ
し
な
け
れ
ば
、

是
ハ
、

庭
に
た
ち
と
句
を
切
て
、
往
・
退
の

二
字
、
ゆ
き
も
と

い
か
に
ぞ
や
お
ぼ
ゆ
る
、

ほ
れ
ハ
、
と
よ
む
べ
き
欺
、
猶
よ
く
考
べ
き
也
、

莫
立
、

イ
サ
ム
ヲ
ト

禁
尾
迩
女
蚊
、

勿
立
出

キ
、
4
T

聞
市
、

我
丹
所
来
書
、

努ホ

そ
と
、
父
'
母
の
制
・

る
麗
女
也
、
さ
る
ハ
う
ま
人
の
子
な
る
を
知
る
べ
し
、

心
得
J¥、

し

水三翁

、ヲカヘ
来月三カユヵ

-
か
L
る
を
と
め
ど
も
L
、

ミ
ヤ
ぜ

り
し
を
り
ハ
、
そ
の
風
流
を
ほ
の
か
に
間
て
、
心
を
寄
せ
来
し
と
也
、

こ
L
も

一
・
段
を
終
て
、



源
氏
し
ひ
が
本
に
、

お
ひ
は
か
な
げ
に
し

な
し
て
、
ず
〉
び
き

か
く
し
て
も
た
ま
へ

り
、
瞬
花
抄
に
云
、

か
け
帯
の
事
也
、
帯

と
い
ふ
ハ
、
か
ら
ぎ

ぬ
の
引
ご
し
を
、
帯

と
い
へ
る
に
や
、
叉

云
引
こ
し
と
ハ
、
か

ら
さ
ぬ
に
そ
ひ
た
る

物
也
、
小
・
腰
、
引
こ

し
と
で
あ
る
也
、
と

い
へ
り
、
乙
の
引
腰
、

ひ
き
帯
に
似
た
り
、

可
v
考、

は
な
だ
の
帯
は
、
催

馬
襲
、
石
川
に
見
え

た
り
、

〔七〕

①
「
紳
代
紀
上
、
費

鏡
開
始
の
傑
」

一
七
三
八
」

③
「
紳
代
紀
下
、
海

宮
遊
幸
の
傑
」

帯
尾
、

A

チ
ダ
花
田
色
也
、

ヨ
ム

た
へ
と
訓
ベ
し
、

是
よ
り
ハ
前
に
風
・
流
の
女
を
い
ふ
、

ヨ I~
帯Z

水
ハ
異
の
俣
・
字
、
同

却

に

¥

、

主
れい

/

口
問
¥
、

令
官

r
ノ

成主

衿
禁
也
、

和
名
抄
目
、
衿
・
帯
、
陸
・
詞
目
、
衿
、
音
輿
ν

襟
問
、
和
z

名
比
伎
於
比
、
小
・
帯
也
、

-
名
目
、

禁
不
ν

ヲ

ザ

チ

キ

得
ユ
開
・
散
一
也
、
今
幼
E

稚
の
見
の
服
に
、

韓
帯
丹
取
魚
、

こ
な
た
の
帯
ハ
、

た
る
帯
を
、

ひ
こ
び
と
い
ふ
は
是
也
、

衣
，
服
の
外
に
取
は
な
し
て
前
な
る
を
、

と
ハ
い

且
?
園
の
帯
ハ
、

直
に
服
に
縫
'
付
て
、

引
品
目
川
な
る
に
や
、

さ
る

ふ
に
や
あ
ら
ん
、

タ
へ

擦
の
緒
を
、

ツ
ケ

さ
る
帯
に
取
な
し
て
た
る
也
、

海
紳
之
、

ト
ノ
、
ィ
ラ
カ
-
一

殿
蓋
丹
、

飛
期
、

シ

モ

海
・
紳
よ
り
以
・
下
ハ

り
、
疑
ら
く
は
、
な
ど
に
あ
る
故
'
事
に
や
、
管
目
見
考
る
所
な
し
、
蓋
は
、

ト
ノ
、

ィ

ラ

カ

ヲ

ス

ガ

ゐ

ノ

ゴ

ト

キ

コ

シ

ボ

ソ

ユ

ス

カ

ル

穿
ユ
殿
葺
一
と
見
え
た
り
①
、
震
軽
如
来
、
腰
細
丹
、
震
・
軽
ハ
、
議
・
臓
な
り
、
蜂
の
腰
ハ
、
細
き
を
、
す
が
る
蜂
は
、

コ

シ

単

Y

殊
に
細
き
故
に
い
ふ
な
る
べ
し
、
巻
九
に
、
腰
・
細
の
、
す
が
る
を
と
め
と
も
よ
ミ
て
③
、
女
は
腰
の
細
き
を
、
か
ら
に

ト

リ

カ

ザ

ラ

ヒ

リ

ヘ

め
で
〉
つ
つ
く
し
む
め
り
、
取
筋
氷
、
・
彼
の
韓
・
帯
を
、
ほ
そ
き
腰
に
取
か
ざ
り
也
、
ら
ひ
は
、
里
の
延

マ

ソ

カ

マ

主

マ

ス

主

ヒ

十
は
、
澄
日
の
鏡
と
い
ふ

代
紀
に
も
、

い
ら
か
と
よ
む
べ
し
、

も
や
ま
と
に
も
、

1=1 

な
り

.宇

-
詞
に
は
、

取
隻
懸
而
、

十
鏡
、

て

出
塁争

-
造
が
、

• 

マ
ゾ
ヒ
ノ
カ.、
ξ

日
鏡
と
い
へ
り
、

ヒ

今
は
日
を
省
き
、

須
美
を
約
め
て
、

リ
ノ曽
と
い
へ
り
、

を
前
・
後
に
並
か
け
た
る

ノ¥、

也

オ

ノ

ガ

カ

ホ

己
蚊
呆
、

紳
'
代
・
紀
に
、

天
垢
、

ツ
チ
ノ
カ
申

地
垢
と
あ
る

に
あ
ら
す
、

面
の
ミ
を
い
ふ

か
ほ
と
ハ
、

貌
を
い
ふ
言
也
、

ヵ
、
-
フ
ヒ
ミ

を
も
て
知
べ
し
①
、
還
氷

乍、

か
へ
り
見
つ
L
を
、
延
た
る
也
、
そ
の
容
貌

に
移
し
て
、
還
見
つ

11
よ
そ
ほ
ひ

ワ
レ
-
一
年
y

を
な
す
也
、
吾
丹
所
来

、

す

ト

グ

ハ

へ

こ
の
一
旬
、
今
本
に
脱
せ
る
事
し
る
け
れ
ハ
、
私
に
補
つ
、
さ
る
ハ
こ
の
句
な
き
と
き

3
3

、

¥、
-r

、

'
'
'
マ
/
-

は
、
何
の

H
Y
カ

、
皆
翁
が
妊
き
時
の

帯
以
・
下
の

と
な
る
を
、
女
に
こ
そ
、
腰
・
細
を
め
づ
め
れ
、

の

五
三



ウ

①
「
高
葉
三
一
七
」〔八〕

五
四

い
ミ
じ
き
ひ
が

よ

き

か

あ

ら

ん

、

是

を

契

沖

も

、

師

も

、

翁

の

事

と

せ

ら

れ

し

ハ

、

こ

の

わ

れ

に

ぞ

来

し

ま

で

ミ

ヤ

ピ

ハ

品

サ

リ

子

ハ
、
水
練
の
帯
を
取
飾
れ
る
、
・
流
'
女
を
い
ふ
也
、
春
避
而
、
是
よ
り
以
下
は
、
翁
の
吐
き
を
り
を
い
ふ
、
野
遺
尾

メ
グ
レ
パ

回
者
、

い
に
し
へ
な
ら
ば
、
も
と
ほ
る
と
有
ベ
き
也
、
是
等
も
て
、
奈
良
人
の
歌
な
る

こ
の
め
ぐ
る
と
い
ふ

知
ら

オ
モ
シ
ロ
ミ

る
、
面
白
辺
、

V
レ

ヲ

オ

モ

ヘ

カ

我
失
思
経
蚊
、

サ

ヌ

ツ

ド

ワ

狭
野
津
鳥
、

ま
て
も
、
ぉ
・
も
し
ろ
ミ
お
も
へ
ば
か
と
い
ふ
也
、
ば
の

わ
れ
を

言
を
は
ぶ
く
ハ
、

ザ
ヌ
ツ
ト
リ

さ
て
狭
野
鳥
ハ
、

い
に
し
へ
な
ら

古
歌
の
例
也
、

き
ど
し
と
つ
い
λ

く
例
な
る
を
、
雑
'
子
を
い
は
ぬ
も
、

ぬ
ひ
と
つ
の
謹
也
、
キ
十
キ
カ
ケ
ラ
7

来
鳴
期
経
、

来
鳴
か
け
る
と
な
り
、

ア
キ
サ
リ
子

秋
避
而
、

ミ
ヤ
ピ

わ
か
風
流
た
る
姿
に
め
で
L
、

維
'
子
ま
て
も
、

山
遺
尾
往
者
、

ナ

ツ

カ

シ

ト

名
津
蚊
矯
迩
、

ザ

レ

ヲ

オ

モ

ヘ

カ

我
央
思
経
蚊
、

天

イ
ユ
キ
タ
ナ
ヒ
ク

行
田
楽
引
、

裳、

天
'
雲
も
、
わ
れ
を
な
つ
か
し
ミ
お
も

へ
ば
か
也
、

師
云
、

三
巻
、

も
、
い
ゆ
き
は
L

か
り
、
た
な
引
と
よ
め
り
①
、
こ
L

に
ゆ
き

ふ
し
の
ね
の
歌
に
、
あ
ま

た
な
び
く
と
の
ミ
に
て
ハ
、

い
さ
l

ふ
か
い
ひ
得
て
も
聞
え
ず
、
叉
笛
E

聾
に
行
'
雲
を
と
丈
む
と
い
ふ
を
、
と
り
な
せ
し
と

聞
ゆ
、

キ

タ

こ
L

は
上
の
雅
子
の
封
に
、
何
ぞ
有
べ
き
を
、
言
の
ゆ
か
ざ
り
け
む
、
と
い
へ
り
、
さ
て
ゆ
く
と
い
ふ
言
に
、

し、

の
言
を
そ
へ
た
る
ハ
、
古
歌
の
例
に
て
、
字
あ
ま
り
の
所
に
も
、

い
の
一
一
一
口
を
そ
へ
て
い
へ
り
、

へ
き
、

か
な
ら
ず
い
ゆ
く
と
い
ふ

カ
ヘ

q

併
・
見
よ
、
こ
L

に一
E

段
を
終
て
、
心
得
ベ
し
、
還

野
よ
り
か
へ
り
て
、
都
の
大
路
を
く
れ
パ
也
、
所
・
来
の
所
は
、
れ
り
一
一
国
に
あ
て
L
抗
べ
し
、
日
山

よ
し
あ
り
と
見
え
た
り
、

巻
三
の
解
に
も
い
へ
る
を
、

立、

ミ

手

ヲ

ク

レ

路
尾
所
来
者
、

ヒ

サ

ス

日
刺
、

マ

グ

ラ

コ

ト

パ

ウ

ツ

宮
に
か
L
る
護
語
、
蕗
し
き
日
影
の
、

こ
の
言
は
、
三
の
巻
の
前

さ
し
か
L
や
き
ま
す
、

-
大
宮
と
い
ふ
意
、

ピ
品
ソ
カ
タ

記
、
久
堅
の
傑
に
、

ナ名、

み
や
を
ミ
な
ハ
、

マ
ク
ラ
コ
ト
パ

護
語
、

サ
ス
タ
ケ
ノ

刺
竹
之
、

宮
尾

委
し
く
い
へ
り
、

官
'
女
を
い
ふ
、

師
の
冠

辞
考
に
よ
る
べ
し
、

、ミヤ宵
と
も
、

キ
ミ君
と
も
つ
ど
く
言
な
れ
ど
、
こ
L

ハ
上
に
、
宮
を
ミ
な
と
い
ふ
言
の
あ
れ
ば
、

さ
て
例
は
、



①
「
雄
略
記
一

0
0」ウ

り槻助愛
、乃語や
落、し
日の
に本、
紀や
詳歌し
な解ハ

①
「
高
葉
四
八
七
、

ご
七
一

O
」

A

プ

宮
と
い
ふ
言
を
省
き
て
、
ト

ネ舎
人
と
ハ
い
へ
り
、

か
t

ふ
る
類
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、

い
に
し
へ
な
ら
ず
と
、
師
い
へ
り
、

ト
ネ
ヮ
ヲ
ト
ヨ

舎
人
妊

、

舎
・
人
ハ
、
と
の
ゐ
人
の
暑
に
て
、
是
も
宮
中
の
人
を
い
ふ
と
、
師
い
へ
り
、
と
の
ゐ
人
と
い
へ
る
ハ
、
甘

心
せ
ず
、
古
言
に
は
、
刀

己
考
な
し
、

忍

ラ

氷ヒ

と
の
ミ
い
へ
り
、

い
か
な
る
よ
し
に
や
、

忍
は
、
慕
ぶ
意
、

ヲ

ヒ

プ

オ

チ

ヲ

ラ

パ

等
氷
は
、
夫
を
延
た
る
也
、
古
事
記
の
歌
に
、
校
知
布
良
婆
問
①
と
い
へ
る
ハ
、

カ
ヘ
ラ

ふ
れ
を
延
た
る
言
な
る
と
同
じ
、

氷
見
乍
、

誰
子
其
迩
哉
、

オ
モ
ハ
レ
テ
7
リ
シ

所
思
而
在
、

カ
ヘ
リ
主
シ
ツ
、

宮
の
女
も
、
A

一口
・
人
男
も
、
思
ひ
慕
ひ
て
、
乍
、
彼
ハ
誰
・
子
に
や
あ
ら

ん

ミ
ヤ
ピ
ヲ
ト
コ

い
と
う
る
ハ
し
き
風
流
士
ぞ
と
、

こ
i

ふ
ろ
得
ベ
し
、

カ

ク

v

ソ

ジ

如
是
所
信
周

お
も
ハ
れ
で
あ
り
し
と
也
、

こ
与
に
句
を
切
て
、

故
潟
、

カ

ク

シ
コ

今
如
是
醜
の
翁
と
ハ
、
な
り
し
ぞ
と
な
り
、

イ
ユ
シ
へ

古
部
、

歩

、

キ

こ
の
左
々
岐
な
り
、
・
い
に
し
へ
若
か
り
し
を
り
ハ
、
女
ど
も
に
そ
L

め
き
、

A

シ
キ
愛
や
し
に
て
、
そ
ハ
、
く
は
し
き
と
い
ふ
言
に
て
、
す
べ
て
、
も
の

サ

、

キ

シ

ザ

レ

ヤ

狭
々
寸
矯
我
哉
、

今
少
・
年
の
花
E

柳
'
巷
に
戯
れ
さ
わ

ぐ
を
、
曲
々
け
る
、
曽
免
く
な
ど
い
ふ
ハ
、

、

シ

キ

ヤ

シ

戯
れ
し
わ
れ
と
、
い
ふ
意
也
、
端
寸
入
信
用
、

ラ

ケ

ア

ヤ

モ

ヨ

ラ

ユ

イ

サ

ユ

ト

て
い
ふ
言
也
、
是
は
、
下
の
子
等
に
か
L
る
言
な
り
、
今
日
八
方
子
等
丹
、
五
十
狭
羽
迩
哉
、

イ

ザ

ヤ

カ

ハ

ノ

イ

ザ

ト

ヲ

キ

コ

ス

不
v

知
か
も
也
、
不
ν

知
を
、
い
さ
と
い
ふ
言
は
、
巻
四
に
、
不
知
哉
川
、
巻
十
一
に
、
不
知
二
五
寸
許
須
、
と
あ
り
①
、

四
巻
の
前
・
紀
に
委
し
く
せ
り
、
さ
て
遁
の
一吉
を
添
た
る
は
、
不
v

知
を
、
し
ら
に
と
よ
む
爾
也
、
不
ν
知
と
か
も
と
ハ
、

・

ミ

ヤ

ピ

コ

ラ

翁
が
若
盛
の
風
流
を
、
今
い
か
に
聞
え
て
も
、
を
と
め
の
子
等
は
、
し
ら
ず
と
お
も
ひ
て
あ
る
と
い
ふ
な
り
、
開
町
箭

ア

ル

カ

ク

ソ

ジ

コ

ナ

ル

在
、
お
も
ひ
で
あ
る
と
い
ふ
を
、
お
も
ハ
れ
て
と
い
ふ
ハ
、
こ
な
た
よ
り
い
ふ
言
な
れ
パ
な
り
、
如
是
所
潟
故
潟
、

4
ヤ
ピ

か
く
ま
で
醜
な
る
翁
な
れ
パ
、
計
き
を
り
の
艶
を
い
か
に
聞
え
て
も
、
さ
る
風
流
に
あ
り
し
事
は
、
を
と
め
、
と
も
に
ハ
、

イ

ユ

シ

ヘ

ノ

ヨ

キ

ヒ

ト

モ

不
知
と
お
も
は
れ
て
、
今
・
日
ハ
あ
る
と
い
ふ
意
也
、
古
部
之
、
人
、
是
よ
り
下
は
、
か
ら
園
の
故
事
也
、
老
・
子
・

い
さ
に
と
か
も
は
、

五
五



〔九〕ウ

五
六

停
と
い
ふ

に
、
租
の
い
た
く
老
は
て
L
あ
る
を
、
父
・
母
是
を
捨
な
ん
と
す
、
其
子
原
『
較
と
い
ふ
人
、

い
さ
む
れ
ど
も

聞
ず
し
て
、
終
に
是
を
捨
つ
、
載
も
そ
の
車
に
障
て
行
し
か
パ
、
車
を
も
て
か
へ
り
来
り
し
を
、
ハ
久
・
母
見
て
こ
の
凶

を

-
何
に
か
ハ
せ
ん
と
い
ひ
し
か
ば
、
穀
、
後
に
お
や
の
老
て
捨
な
ん
と
き
、

さ
ら
に
造
ら
む
は
、

堪
じ
と
い
ひ
し
か
ば
、

お
や
是
を
聞
て
、

い
た
く
恥
て
、
叉
車
し
て
む
か
へ
踊
り
て
、

よ
く
養
つ
る
と
い
ふ
事
な
り
、

後
之
世
之
、

堅
監
将

影
山
地
、
堅
監
は
、
規
t

監
の
誤
に
て
、
た
め
し
に
せ
ん
と
と
、
師
は
よ
ま
れ
た
り
、
堅
と
、
規
と
、
似
つ
か
ハ
し
き
字
に

も
あ
ら
ね
パ
、
誤
べ
く
も
あ
ら
ず
、

持主
還全
来;か
、シ fこ

ミ

と
し、

ひ
て
ノ¥

ゆ
か
ず
、
し
パ
ら
く
師
説
に
隠
ひ
て
、

送手五
矯;ど
車Z本
、?の

ま
L 

オ
イ
ヒ
ト
ヲ

た
め
し
と
ぞ
よ
む
べ
き
、
老
人
突
、

こ
し
と
い
ひ
て
、
上
の
た
め
し
に
せ
ん
、
と
い
ふ
を
む
す

べ
り
、
こ
ね
と
訓
し
ハ
、

ひ
が
言
也
、

こ
L

は
、
老
を

ぶ
た
め
し
を
い
ひ
て
、
わ
が
配
に
老
し
と
て
、
き
ら
ひ
な
捨
給
ひ
そ
、
捨
し
車
、
や
が
て
め
ぐ
り

来
な
ん
も
の
ぞ
と
、
を
と
め
ど
も
に

さ
と
し
た
る
也
、
師
の
い
へ
ら
く
、
こ
は
し
か
る
べ
き
事
に
ハ
あ
れ
ど
、

カ〉

ら
の
故

を
、
こ
L

の
歌
に
い
ふ
は
、
奈
良
人
の
歌
な
る
事
し
る
し
、
人
麿
な
ど
、

ょ
に
お
も
し
ろ
く
、
あ
ハ
れ
に

も
、
正
し
く
も
、
よ
み
し
お
ほ
か
れ
ど
、
他
の
園
の

、
用
ひ
し
は
・
な
し
わ
が
園
の
古
言
に
て
、
こ
と
た
れ
ば

な
り
と
い
へ
り
、

反
'
歌
ニ
'
首

死
者
木
苑
、

木
を
、
今
本
水
に
誤
れ
り
、
こ
の
木
苑
の
字
を
、
こ
そ
に
同
眠
れ
る
を
も
て
お
も
ふ
に
、
祉
の
字
を
、
こ
そ

と
よ
む
も
、
木
苑
の

、
ま
た
社
を
、
も
り
と
訓
も
、
祉
の
字
を
誤
れ
る
に
や
あ
ら
ん
、
紳
・
一
位
は
す
べ
て
も
り
と
い
へ
ば



7

ヒ

ミ

ズ

也
、
相
不

在
日
、

イ
キ
子
ア
ラ
ハ

生
而
在
者
、

ジ

ロ

カ

ミ

ヨ

ラ

ユ

白
髪
子
等
丹
、

才

ヒ

ザ

ラ

メ

ヤ

モ

不
生
在
日
八
方
、

歌
の
意
は
、
死
た
ら
ば
こ
そ
、

7

」~、、
l
ノ

マ

シ
ラ

員
白
と
い
ふ
言
も

あ
れ
ど
、
こ
〉
の
歌

に
て
は
、
前
後
の
例
、

し
ろ
か
ミ
と
よ
む
へ

き
也
、

相
見
ず
あ
ら
め
、

子
等
も
生
て
た
に
あ
ら
パ、
ヅ
ヒ終
に
老
は
て
て
、
シ
ロ
カ
之
、

自
問
中
の
生
ざ
ら
め
や
と
、

い
ふ
こ
L

ろ
な
り
、

白
髪
局
、

モ
イ
キ
ナ

子
等
母
生
名
者
、

カ
タ
ノ
プ
ト

如
是
、

将
若
異
子
等
丹
、

所;

カ

ネ

メ

ヤ

金
目
八
、

初
旬
の
、
し
ろ
か
ミ
し
を
、
子
等
も
生

〔十〕

ラくな
る、』ま
L 子 2 の
こ等ラ下
ともに
を生4入
不手てて
梅ラあ
仇ら JCj、
半 開得
1 ./¥、

示 後 k
ふ終白

白
ハ
、
し
ろ
か
ミ
と
よ
む
例
也
、

矯
は
な
し
の
意
、

わ
が

ミ
マ
ン
-
一
フ
ノ
ラ

-
今
汝
等
に
四
百
る
L
如

と
な
り
て
、
わ
か
き
人
に
の
ら
れ
な
ん
と
い
ふ
意
、

カ

十

中
、
か
ね
の
般
字
に
、
用
ひ
た
り
、
の
ら
え
か
ね
め
や
ハ
、

也
、
不
・
得
の
字
は
、

ヲ
ト
メ
ラ
ガ
コ
タ

7
ル
ウ
タ

娘
子
等
和
歌

九
'
首

*
こ
の
本
文
は
、
諸

本
「
大
」
に
作
る
、

こ
の
場
合
、
「
太
」

の
誤
り
、

①
「
寓
葉
巻
十
三
、

三一ニ

O
九」

②

「
天
武
紀
元
年
六

月
丙
成
の
傑
に
、

『
朝
明
郡
迩
太
川

選
』
と
あ
り
」

③
「
皇
極
紀
三
年
正

月
乙
亥
期
の
傑
」
ウ

ハ

ジ

キ

ヤ

シ

端
寸
八
矯
、

老
夫
之
歌
、

丹
太
欲
寸
、

九
見
等
哉
、

カ

?

ケ

テ

ヲ

ラ

ム

蚊
間
毛
市
将
居
、

ほ
し
き
ゃ
し
は
、
上
に
排
す
る
が
如

ホ

メ

コ

ト

く
、
審
ム
一
昌
也
、

エ

ホ

-m
シ
キ

丹
大
*
欲
寸
は
、

に
ほ
L

し
き
と
よ
む
、

ハ
し
き
と
い
ふ
言
也
、
さ
て
太
を
、
ほ
の
俣
・
字
に
用
る
は
、

ユ

ホ

ヱ

ヲ

ト

メ

・
中
に
も
、
丹
太
遣
と
も

同
'
例
也
、

た
り
①
、

お
ほ
の
、

お
を
、

省
き
た
る
也
、
?
ザ麻
を
、
サ
佐
の
回
収
・
字
に
用
る
と
、

ハ
、
か
も
と
よ
む
べ
し
、

カミ ほ
まの
け俵
は字

気ケ用
マ fこ
にる
や例
、あ

り
② 

九
ノ¥

こ
L
と
よ
む
、

こ
i
A

の
L

と
よ
め
る
は
、
非
也
、

哉

天
'
武
'
紀
に
も
、
太
を
、

ハ
、
け
は
ひ
な
ど
い
ふ
菊
也
、

-
極
。
紀
に
、
感
の
字
を
、

か
ま

け
と
よ
み
た
り
①
、
九
の
子
・
等
も
、

感
・
伏
し
て
を
ら
ん
、

と
い
ふ
意
也
、

説
す
べ
て
誤
れ
り
、

タ
ヘ
シ
ヌ

辱
を
し
の
び
ハ
、
わ
か
恥
お
も
ふ
を
も
、
堪
忍
び

こ
の
中
の
五
文
字
、

-
辱
尾
忍
、

ハ
苧
ヲ
モ
ダ
シ
テ

辱
尾
欺
、

無
事
、

モ
ノ
イ
パ
ヌ
サ
キ
一
一

物
不
言
先
丹
、

我
者
将
依
、

ず
て
と
い
ふ

て
と
い
ふ
意
也
、
も
た
す
は
、
黙
し
て
も
の
い
は
ぬ
事
に
て
、
今
だ
ま
る
と
い
ふ
と
、
同
意
也
、
是
も
恥
か
し
と
も
い
は

カ
三
カ
グ

も
な
く
は
、
彼
是

も
な
く
、
わ
れ
は
と
く
、
翁
に
よ
り
な
ん
と
い
ふ
也
、

五
七



〔
十
ご

①
「
該
首
の
歌
見
首

ら
ず
」

②
「
高
葉
一
七
四

O
」

③
「
該
首
の
歌
見
首

ら
ず
」

@
「
高
四
一

一
六
」ウ

五
八

否
藻
諾
藻
、

ホ
。
ノ
?
=
?
一
一

随
欲
、

可
赦
、

カ
ホ
ハ
ミ
工
カ
モ

貌
所
哉
、

依、

我ご

今
い
や
と
い
ふ

、
諾
は
、
唯
々
と
、
承

い
な
は
、

諾
す
る
言
、
俗
言
に
、

と
よ
む
べ
し
、
貌
ハ
、
古
本
に
は
、

い
や
を
な
し
に
と
い
ふ
是
也
、
随
E

欲
ハ
、

ほ
り
の
ま
に

か
ほ
と
ハ
、
す
が
た
を
い
ふ
言
の
よ
し
ハ
、
上
に
い
ひ
き
、
所
v
見
哉

ハ

プ

イ

ヤ

ヲ

、

は
、
み
え
か
も
と
よ
む
、
見
え
の
下
に
、
婆
の
言
を
省
け
る
ハ
古
言
の
例
な
り
、
否
諾
な
し
に
、
翁
が
ほ
り
す
る
ま
に

カ
車

、
わ
が
ゆ
る
す
べ
き
姿
は
、
見
え
れ
パ
か
も
、
わ
れ
も
翁
に
よ
り
な
ん
と
い
ふ
意
也
、
ゆ
る
す
べ
き
姿
は
、
と
つ
X

良
と
あ
り
、
何
れ
に
で
も
、

か
ほ
と
よ
む
べ
き
也
、

く
意
な
り
、

、
我
藻
将
依
、

、A
m

-

カ

中

心

シ
一
一
モ
イ
キ
モ

・
死
藻
生
藻
、

オ
ヤ
ジ
ゴ
、
ロ
ト

同
心
跡
、

カ
ダ
メ
テ
シ

結
而
局
、

ト
モ
ヤ
友
八

同
ハ
、
お
や
じ
と
よ
む
、
古
言
也
、
結
ハ
、

十
一
二
、

丁
①

巻
ノ
九
、
一
い
ん
い
、

巻
ノ
五
、

タ

ガ

タ

ガ

A

等
に
千
々
讃
見
え
た
り
、
友
や
違
ハ
ん
は
、
生
'
死
を
も
と
も
に
せ
ん
と
、
契
約
せ
し
友
に
違
ん
や
、
わ
れ
も
と
も
に
、

翁

よ
り
な

遺Zh
将与と
居iい
、ムふ

意
な
り

何
矯
迩
、

V
レ
モ
ヨ
リ
ナ
ム

我
裳
将
依
、

否
藻
諾
藻
、

ト
モ
ノ
ナ
ミ
ナ
ミ

友
之
波
々
、

伺
せ
ん
と
て
と
い
ふ
を
、
と
i
A

の
ミ
い
ふ
は
、
古

イ
ナ
ヲ

言
の
例
也
、
違
ひ
を
り
な
ん
は
、
同
・
友
の
女
・
子
に
、
わ
れ
ひ
と
り
違
ひ
を
ら
ん
や
と
い
ふ
意
、
否
諾
な
し
に
、
わ
れ
も

翁
に
、

よ
り
な
ん
と
い
ふ
な
り
、

出
旦
藻
不
在
、

オ
ノ
ガ
ミ
ノ
カ
ラ
ヒ
ト
ノ
コ
ノ
コ
ト
モ
ツ
ク
サ
ジ

自
身
之
柄
、
人
子
之
事
藻
不
輩
、

お
の
が
身

V
レ
モ
ヨ
リ
十
ム

我
藻
将
依
、
?一一
γ
4
4
3
A
¥

、

上
匹
」
ノ

チ
-
-何に
通
ふ
丑
一
口
、
チ
ニ何
の
能
も
な
き
、

の
故
と
い
ふ
意
、

十

ガ

ラ

ユ

乏

か
ら
ハ
、
随
の
国
各
語
に
て
、
故
と
い
ふ
に
近
し
、
人
の
子
ハ
、
同
・
友
の
女
・
子
を
い
ふ
、

ヒ
ト他
の
子
と
・
ぃ

墨
之
江
之
、

は
、
一
一
一
口
も
つ
く
さ
じ
に
て
、
他
よ
り
か
に
か
く
い
は
ぬ
先
に
、
わ
れ
も
翁
に
よ
り
な
ん
と
い
ふ
意
也
、

キ

シ

ヌ

ノ

ハ

リ

一

一

ユ

ホ

ハ

ヌ

ザ

レ

ヤ

岸

野

之

榛

丹

、

丹

穂

葉

我

八

、

ふ
義
也
、
事
も
不
v

一

一

ホ

ア

レ

丹
穂
所

=

ホ

ヒ

テ

ヲ

ラ

ム

丹
穂
氷
而
将
居
、

迩ド

野
之
の
二
字
、
疑
ら
く
は



ウ

倒
せ
る

、
野
・
榛
は
、

の
木
の
事
ハ
、

巻
三

ま
た
野
に
あ
る
榛
を
い
ふ
欺
、

ぬ
は
り
州
に
て
、

を
も
て

艶主
色ヒ王
を孫
添を
ふい
れふ
どに
もや

赤
面
し
て
、

の
前
'
記
に
委
し
く
せ
り
、

艶
色
も
な
き
わ
れ
ハ
、

恥
を
ら
ん
と
い
ふ

意
、
結
句
の
に
ほ
ひ
て
は
、
同
・
言
に
し
て
、
意
異
な
り
、

ハ

ル

ノ

ヌ

ノ

ジ

タ

ク

サ

ナ

ピ

キ

ザ

レ

モ

ヨ

リ

一

一

ヒ

ヨ

リ

ナ

ム

春
之
野
乃
、
下
草
腰
、
我
藻
依
、
丹
氷
将
図
、

友之赤
之こ面
随二し
意ユ¥

恥
る

な
り
、

な
び
き
依
り
と
い
は
ん
序
也
、

上
は
、

に
ほ
ひ

寄
な
ん
と
ハ
、
是
も
同
・
友
の
ま
に

、
赤
・
面
な
が
ら
、
わ
れ
も
よ
り
な
ん
と
い
ふ
也
、

こ
の
一
冊
は
、
吾
・
兄
久
・
老
紳
・
主
の
、
伊
・
預
園
八
幡
・
演
な
る
野
・
井
安
定
が

お
く
ら
れ
し
注
さ
く
也
、

に
よ
り
て
、

本

の
解
、
槻
の
落
葉
に
、
再
按
を
加
へ
て
、
な
ほ
っ
ぽ
ら
か
に
い
ひ
て
ん
と
て
草
・
稿
を
だ
に
と
い
ふ
め
給
ハ
ざ
り
し
を
、

姪
久
'
敬
に
は
か
り
で
、
あ
な
が
ち
に
、
反
・
古
の
中
よ
り
取
出
て
、
か
く
ま
で

つ
い
ふ
り
し
ハ
、

政
十
戊
午
年
二
月
廿

八
日
、
吾
同
・
友
の
た
め
に
と
て
な
む
、

従

四

位

下

度

御

主

助

惰

-
宇
治
五
十
槻
大
人
著

日
本
紀
歌
解

槻
乃
落
葉

三
冊
近
刻

同

古
事
記
歌
解

同

一一

政
十
一
季
巳
未
八
月
開
板

京

師

埜

田

藤

八

林

安

五

郎

五
九
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田
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林
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谷築

東
京
都
櫨
谷
匝
代
々
木
富
ケ
谷
一
丁
目
三

O
番
三
一
蹴

戸

岡
山
市
築
港
新
港
町
五
ノ
三
九

内

仙
台
市
荒
巻
杉
山
一
ノ
四
一

西

高
知
豚
高

郡
本
山
町

嶺
北
高
校

半

島上藤
宮

輝紀一正

裕雄子民一

福
島
廓
南
曾
津
郡
田
島
町
後
原

ア
イ
リ
ス
荘

肥

田

野

国

之

大
阪
市
住
吉

大
領
町
一
ノ
一

二

嶋
田
方

平

高
槻
市
富
田
町
柳
川
八
五
八
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藤
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田
中
町
一
一
五
八

北
海
道
絞
別
郡
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田
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町
字
山

東
京
都
練

松

加
古
川
市
粟
津

宅
一
六

一一一

北
九
州
市
小
倉
直
下

生

山

里

盛
岡
市
上
田
緑
ケ
丘
一
ノ
五

横

小
田
原
市
栢
山
一
一
ニ
=一

明
治

四
清
流
荘
四

O
五
蹴

横

双
葉
郡
浪
江
町
立
津
島
中
皐
校

和

東
京
都
港

赤
坂
青
山
北
町
四
ノ
五
八

京
都
杉
並
直
一
脚
明
町
二
八

安
西
方

大

市
中
庄
二
丁
目
一
六
審
三
四
挽

岡井井原
木

崎
井

山田
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東
京
都
杉
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直
下
高
井
戸
ニ
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七
一
八

東
京
都
豊
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池
袋
東
三
ノ
三
一

【町
愛
知
麻

事
国
文

東
京
都
世
田
谷
直
代

一
丁
目
ニ

O
ノ
六

佐

市
北
川

町
古
賀

京
都
市
上
京

川
通
寺
ノ
内
上
ル

伊
勢
市
岩
淵
町
三
四
ニ

福
島
市
宮
町
一
七

埼
玉
勝
越
谷
市
瓦

根
一

O
八
O
ノ
一
人

部
市
上
野
町
九
二
ノ
二

西
宮
市
上
ケ
原
五
番
町
六
四

奈
良
蘇
生
駒
郡
生

長

寺
内

町
俵
口

神
戸
市
長
田
匡
西
丸
山
町
一
丁
目
一
三

姫
路
市
東
魚
町
二
九

綾
部
市
青
野
町

無

郡
山
市
南
町
一
八
五

大
阪
市
阿
倍

直
丸
山
通
二
丁
目
三

O

士
ロ
木
方

島
市
仁
保
町
本
浦
二
八

名
古
屋
市

高
田
町
三
丁
目

山
形
市
本
町
二
丁
目
一
ノ
四
五



ケ
峰
南
鷹
ケ
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町
二
四
立
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大
皐
思
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西
新
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五

夫

京
都
市
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輝

孝

名
古
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市
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佐

τと
口

義

田

々

上
二
四
新
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三
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岡
市
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佐
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正
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大
阪
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天
王
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弘

土

市
石
山
平
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町

大

建

都
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野
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六
ノ
三
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次

虞

多

京
都
市
中
京
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西
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京
鹿
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町
六

久

子

下

村

市
長

二
三
五
七
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五
競

和

田

太

郎

大
阪
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佐

紳
宮
皇
事
館
大

伊
勢
市
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補

一

室期兵

下
闘
市
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も
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二
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尼
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市
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地
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尾
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松
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大
阪
市
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匝
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中
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都
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四
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大
阪
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口

早

阪

苗

京
都
大
回
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三
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O
番
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阿
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万

中

阿

波

野

青

畝

西
宮
市
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一
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O
八

西
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京
都
府
久
世
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中

東
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ア
パ
ー
ト

猪

春

岡
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市
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大
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飼
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大
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都
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中

島
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町
高
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島
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町
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O
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岡
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子

和
歌
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四
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六

打
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田

大
阪
市
住
吉
富
山
の
内
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一
丁
目
六
五
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一

義

静
岡
大
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文
理

部

岡
市
大
岩
町
二
丁
目

内
公
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裕

政

岡

西

季

大
阪
府
三
鳥
郡
島
本
町
棲
井

春

田

崎

東
京
都
新
宿

挟

下
落
合
二
ノ
八
七
六

通
北
一
丁
目

北
海
道
紋
別
郡
遠
軽
町
二

野

生

五

方

口

子
台
町
三
二
公
園
住
宅
一
一
蹴
一
ニ

O
四

神
戸
市
垂
水
直

丞

1
 
1
 
1
 

堺
市
東

西
町
一
丁

野

村

一一ー
一

君

代

菊

晃
洋
荘

市
川
市
大
洲
町
四
ニ
ニ
ニ

池

新
井
方

東
京
都
新
宿

一
一
一
ノ
一
九
九

早

輝

洋

田

雄
別
寮

東
京
都
世
田
谷
直
若
林
町
三
三
六

郡
市
大
塚
町
笹
子
一
二
七

進

工

川
町
神
尾

横

静
岡

小
笠
郡

英

山

小

林

千

佳

子

六
一



吉

田

ムハニ

和

橋
市
向
山
町
一
二
ツ
塚
一
二

O
ノ一

代

依
頼
す
る
強
定
あ
り
、
参
加
者
は
、
五
月
二
十
日
ま
で
に
本
部
あ
て
は
が

早

稲

田

大

事

書

館

都
新
宿
直
戸

き
に
て
御
連
絡
頂
き
た
い
(
引
率
者
あ
る
畢
生
参
加
の
場
合
は
、
ー

町
一
丁
目

よ

ヂ

』

、

J

O

J
マ
'
l
v

、

告

O
第
十
八
回

十
月
二
十
四
日

(
土
)

O
三
十
九
年

期
日

集
合

一
日
旗
行

-
公
開
講
演
曾

五
月
二
十
四
日
(
日
)
小
雨
決
行

大
阪
市
立
大
事
教
授

文

皐

博

士

南
葉
よ
り
古
今
へ

憲

之
氏

島

午
前
九
時
五
十
分
、
近

「
八
木
」
騨
前
、
奈
良
交
通
パ
ス
護
着
所

大
阪
か
ら
は
、

「
上
本
町
」
九
時
二
十
分
裂
宇
治
山
田
行
急
行
。
京

高
葉
の
こ
こ
ろ

京
都
大
事
名
誉
教
授

文

事

博

士

都
か
ら
は
、
近

「
京
都
」
八
時
四
十
一
分
謎
橿
原
紳
宮

か
や

利
。
八
木
か
ら
は
九
時
五
五
分
護
「
栢
ノ
森
」
行
の
パ
ス
に
乗
車
の
こ

と
コ
ー
ス

行
程

地費
用

そ
の
他

潟

久

孝
民

ス

愛

媛

大

事

教

授

武

雅

氏

智

フ

イ

ド

急
が
便

十
月
二
十
五
日
(
日
)

-
研
究
護
表
曾

jI、
木

十
月
二
十
六
日

(
月
)

栢
ノ
森

芋
峠

千
股

上
市

(
パ
ス
)

(
パ
ス
)

宮
瀧

〔
解
散
〕

見

(
熟
田
津
方
面
)

旅

行

徒
歩
約
九
粁
。

ω研
究
費
表
御
希
望
の
方
は
、
八
月
三
十
日
ま
で
に
、
要
旨
四
百
字
を
添
え
て

五
高
分
の
一
地
形

本
部
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

「
吉
野
山
」

旅
費
概
算

l
京
都
か
ら
約
六
百

ω本

し
ま
す
。

に
闘
す
る
詳
細
は
、
次
競
に

-
大
阪
か
ら
約
五
百

。

栢
ノ
森
か
ら
上
市
ま
で
の
道
は
道
幅
約
三
米
以
上
の
新
道
で
は
あ

る
が
、
峠
附
近
の
傾
斜
は
や
や
急
。
な
る
べ
く
運

峠
附
近
で
は
水

の
便
わ
る
く
、
水
筒
の
携
帯
必
要
。
栢
ノ
森
ま
で
の
パ
ス
の
臨
時
間
震
を



j編 j

j輯 j
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績
が
糾
合
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ

る
。
『
高
葉
』
は
、
世
間
葉
四
千
五
百
首
の
み
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
確
認
の
上
に
立
っ
て

力
作
を
寄
せ
ら
れ
た
い
。

。

本
蹴
か
ら
、
上
代
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
文
献

で
、
入
手
披
見
困
難
な
も
の
を
、
随
時
、
翻
刻
す
る

乙
と
に
し
た
。
近
代
高
葉
撃
の
時
代
も
、
す
で
に
、

百
年
に
達
せ
ん
と
す
る
今
日
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

研
究
論
文
で
も
、
そ
の
封
象
に
な
り
う
る
と
、
個
人

的
に
は
考
へ
て
ゐ
る
。
翻
刻
を
望
む
文
献
が
指
定
さ

れ
た
場
合
、
曾
ぞ
経
て
要
望
に
臆
じ
た
い
と
思
っ

て
ゐ
る
の
で
、
な
し
に
申
し
ζ

ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

研
究
室
内

一
、
本
曾
は
菌
葉
準
曾
と
稽
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
曾
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓
葉
」

を
遊
行
す
る
。

一
、
本
曾
は
随
時
、
高
葉
に
闘
す
る
見
聞
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
謹
表
曾
、
講
習
舎
、
講
演
曾

問
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
う
。

一
、
曾
員
は
、
年
額
六
百
圃
の
曾
費
(
誌
代
を
合
な
)

を
年
度
内
に
納
入
す
る
。

一
、
本
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

開
西
大
挙
文
部
国
交

に
お
い
て
行
う
。

充
貸
し
た
研
究
誌
を
編
む
た
め
に
は
、
ま
づ
、
多

く
の
論
文
が
投
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
近
時
、
論
文
の
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
甚
だ
稀

で
あ
る
。
現
に
、
五
十
二
腕
用
の
論
文
は
、
一
つ
も

な
い
。

「
原
因
の
一
つ
は
本
誌
の
名
前
に
あ
る
」
と

い
ふ
意
見
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
本
誌
命
名
の
由
来
に

つ
い
て
、
乙
の
遜
で
一
一
百
騨
じ
て
お
き
た
い
。

高
葉
集
は
、
日
本
文
筆
の
古
典
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
世
界
文
撃
の
中
に
あ
っ
て
も
、
濁
自
の
優
秀

性
を
誇
る
歌
集
で
あ
る
と
信
ず
る
。
高
葉
集
を
貫
流

す
る
民
族
の
野
情
と
創
造
力
は
、
過
去
に
お
い
て
、

日
本
の
文
化
を
動
か
し
て
き
た
根
源
的
な
活
力
で
あ

っ
た
し
、
将
来
も
ま
た
、
さ
う
で
あ
ら
う
と
思
は
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
高
葉
集
は
、
わ
が
上
代
文
撃
の

最
大
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
ひ
な
い
。

今
か
ら
十
一
二
年
前
、
わ
れ
わ
れ
が
、
本
誌
に
「
蔦

葉
』
な
る
誌
名
を
考
案
し
た
に
つ
い
て
は
、
世
間
葉
集

の
か
か
る
性
格
を
考
慮
し
て
の
と
と
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
『
高
葉
』
と
は
、
最
少
限
度
、
わ
が
上
代
文
撃

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
『
高
葉
』
に
は
、
文
筆
の
費
生
か
ら
平
安

時
代
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
作
品
作
家
の
研
究
者
及
ぴ
研

。

告
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
年
度
の
薬
一
日
旅

行
は
、
芋
峠
越
え
に
決
定
し
た
。
芋
峠
は
、
六
七
一

年
十
月
、
大
海
人
皇
子
が
、
近
江
か
ら
吉
野
に
入
る

時
越
え
た
道
で
な
い
か
と
い
は
れ
る
。
書
紀
に
、
「
虎

に
翼
を
著
け
て
放
て
る
な
り
」
と
い
は
れ
た
、
そ
の
、

虎
の
舞
っ
た
悌
を
偲
ば
う
と
い
ふ
わ
け
ポ
あ
る
。
脚

、

、

、

力
と
履
物
に
自
信
の
あ
る
方
は
、
ふ
る
っ
て
と
参
加

願
ひ
た
い
。
ま
た
、
秋
の
高
葉
拳
曾
も
近
い
。
講
演

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
舎
の
中
心
は
、
研
究
費
表

曾
に
あ
る
べ
き
も
の
と
ふ
。
多
敏
の
費
表
を
っ

て

や

ま

な

い

。
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